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た
も
の
で
、
シ
ニ
ア
を
含
め
多
様
な

人
び
と
が
「
循
環
」
す
る
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん

だ
シ
ニ
ア
は
、
趣
味
を
自
発
的
に
見

つ
け
、
そ
れ
を
活
か
し
て
病
院
や
障

が
い
者
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
な
ど
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
循
環
」
で
す

ね
。
こ
の
活
動
は
今
年
で
10
周
年
。

大
学
の
研
究
の
成
果
が
セ
ミ
ナ
ー
の

企
画
・
監
修
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
か

ら
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
。

―
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

の
必
要
性
と
育
成
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

益
川　
「
学
び
」
は
若
者
や
子
ど
も

の
専
売
特
許
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
言
え
ば
、

多
様
な
取
り
組
み
や
課
題
と
向
き

合
う
姿
勢
・
技
能
を
身
に
付
け
る

た
め
に
は
、
世
代
や
立
場
を
越
え
た

生
涯
学
習
の
場
は
不
可
欠
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
は
人
。
リ
ー
ダ
ー

養
成
も
含
め
人
材
の
育
成
は
大
学

の
重
要
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

髙
木　

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
制
度
に

関
す
る
知
識
や
フ
ァ
ン
ド
獲
得
の
ノ

ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る

人
材
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
大
学

は
県
と
連
携
し
、
地
域
の
方
々
も
受

講
で
き
る
「
地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム

論
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
受
講

者
は
県
か
ら
正
式
に
「
ぎ
ふ
ま
ち

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
」
に
認
定
さ
れ
、

自
立
と
連
携
を
兼
ね
備
え
た
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

―
大
学
で
集
約
・
蓄
積
し
た
「
知
」

は
ど
の
よ
う
に
地
域
に
還
元
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

髙
木　
“
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
は
地
域

で
守
る
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
産
官

学
連
携
で
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
管
理

の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
受
講
者
は
社
会
基
盤
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト（
Ｍ
Ｅ
）と
し

て
認
証
。
平
常
時
の
維
持
管
理
の

み
な
ら
ず
万
が
一
の
災
害
時
の
復
旧

で
も
そ
の
力
は
発
揮
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
価
値
観
や
人
と
の
出
会
い

が
、閉
塞
感
を
打
ち
破
る
。

―
大
学
と
学
生
と
地
域
の
「
つ
な
が

り
」
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

益
川　

今
の
学
生
は
、
様
々
な
世
代

の
方
と
交
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
授
業
の
一
環
と
し
て

学
生
が
企
業
の
経
営
者
な
ど
に
取
材

す
る
「
共
同
社
会
人
取
材
」
で
は
、

多
様
な
価
値
観
を
受
容
し
な
が
ら
、

働
く
意
義
を
学
ん
で
い
ま
す
。巣
立
っ

て
い
っ
た
卒
業
生
も
、社
会
人
と
な
っ

て
大
学
で
得
た
こ
と
を
地
域
で
活
か

し
、
そ
の
な
か
で
問
題
が
生
ま
れ
た

ら
大
学
を
訪
れ
解
決
の
道
を
探
す
。

大
学
を
中
心
に
様
々
な
人
や
モ
ノ
、

知
恵
が
行
き
交
う
。
こ
う
し
た
「
循

環
」
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
に

な
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
。

髙
木　

人
と
本
気
で
ぶ
つ
か
り
合

う
こ
と
を
怖
が
ら
ず
、「face to 

face

」
で
向
き
あ
う
こ
と
か
ら
新
し

い
創
造
は
生
ま
れ
、
発
見
も
あ
り
ま

す
。た
と
え
ば
、内
閣
府
の
事
業「
地

域
協
働
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」。

学
生
が
体
験
す
る
と
い
う
よ
り
も

地
域
の
方
と
一
緒
に
活
動
す
る
と
い

う
意
味
合
い
が
強
い
こ
の
授
業
（
平

成
24
年
度
よ
り
全
学
共
通
教
育
科

目
）
は
、
過
疎
化
し
て
元
気
が
な
く

な
っ
て
い
る
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

ア
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

益
川　

企
業
（
十
六
銀
行
）
と
も
連

携
し
、
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、
家

に
閉
じ
こ
も
ら
ず
地
域
へ
飛
び
出
す

よ
う
誘
う
「
く
る
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。「
く
る
る
」は“
聞

く
・
見
る
・
す
る
”
の
語
尾
を
と
っ

社会資本アセットマネジメント技術研究センター長。岐阜
県都市建築・県土整備政策監。専門は、道路や河川など
のインフラ（社会基盤）計画および地域計画、防災計画。

キャリアセンター副センター長。地域連携室員。岐阜県
の生涯学習社会教育政策監を兼務。岐阜県の「地域づ
くり型生涯学習モデル事業」に取り組んでいる。
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益
川　

岐
阜
県
の
「
地
域
づ
く
り

型
生
涯
学
習
モ
デ
ル
事
業
」
で
は
、

地
域
の
方
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
課
題
を
発
見
し
、
解
決
の
た
め
に

学
習
し
、
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
学
生
が
加
わ
り
、
若

い
人
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
意
見
を

届
け
て
い
ま
す
。
見
方
を
変
え
る

だ
け
で
マ
イ
ナ
ス
が
プ
ラ
ス
に
変
わ

る
も
の
が
岐
阜
に
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
大
学
と
し
て
も
、
こ
う
し

た
学
生
の
自
主
的
な
活
動
は
ど
ん

ど
ん
支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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岐阜大学
教育学部生涯教育課程
田中 未恭 さん （4年生）

【主な活動】
「生涯教育システム研究セミナー」というゼミで
学んでいます。ゼミでは、それぞれが興味のあ
るテーマに沿って研究を進めており、私は「まち
づくりと生涯学習」をテーマとして取り上げ研
究をしています。また、岐阜県で行われている「地
域づくり型生涯学習」モデル事業にも参加し、
実践的な学びも進めています。

岐阜大学地域科学部
足立 真由 さん （4年生）

【主な活動】
関市のまちづくりNPOぶうめらんでボランティ
アスタッフとして、地域の情報を載せたフリー
ペーパーの編集や地域活性化のイベントの運
営に携わっています。

やながせ倉庫管理人
上田 哲司 さん （1984年卒業）

【主な活動】
柳ヶ瀬商店街のはずれにある、祖父の代からの
雑居ビルを改装し、「やながせ倉庫」という商
業施設を管理運営しています。近所の商店主た
ちと、手づくり市「小さなクラフト展」を開催し
たり、ビルの屋上で素人養蜂をしたりして、商店
主たちのゆるやかな連携を模索しています。

岐阜大学落語研究会
岩田 典子 さん （3年生）

【主な活動】
地域の方 を々対象として落語や漫才の自主公演
や他大学との合同公演を行っています。また、老
人クラブや介護施設、婦人会、公民館などから依
頼を受け、出張寄席も行っています。

アナウンサー、大学講師
浅井 彰子 さん （2003年修了）

【主な活動】
ラジオ、司会、朗読などのアナウンスの仕事も、
発達心理学や障がい者福祉の分野の活動も、
コミュニケーションが共通のキーワード。「声は人
なり」をモットーに。 ※写真提供／中日新聞社

郡上市役所市長公室企画課
地域振興担当
松原 恵美 さん （2004年修了）

【主な活動】
公務として、人材育成のための郡上学講座、交
流・移住推進事業、CATV情報番組等を担当。
プライベートで大乗寺朝顔市等の歴史文化を
生かす活動に関わっています。

名古屋大学大学院環境学研究科
都市環境学専攻　研究員
剱持 千歩 さん （1995年卒業）

【主な活動】
「あなたの選択が地球をgreenにする」を合言葉
に、自分たちの手で社会を変えようという取組み
green projectを2008年より実践しています。
（green project 事務局プロジェクトマネジャー）

人
と
大
学
と
地
域
が
、つ
な
が
る
。

 

知 

が
循
環
す
る
社
会
へ
。

孤
立
化
・
個
別
化
し
た
生
活
が
広
が
り
続
け
、

顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
。

岐
阜
大
学
で
は
、
地
域
、
行
政
、
企
業
、
大
学
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て

地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

研
究
室
を
飛
び
出
し
、
地
域
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
髙
木
教
授
と
益
川
准
教
授
に
、

「
つ
な
が
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

まちづくりを牽引する
現役岐阜大学生と卒業生。

主
体
性
を
も
っ
て

住
民
と
と
も
に

実
践
的
に
学
ぶ
。

ミ
デ
ィ
ア
ム
ス
ロ
ー
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
案
中
。

そ
こ
に
住
む
ひ
と

自
ら
の
手
で
変
え
る

こ
と
が
大
切
。

公
私
と
も
に

「
ま
ち
づ
く
り
」に

奔
走
中
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
。

落
語
披
露
の
場
は

地
域
住
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
も
。

こ
の
古
い
倉
庫
で
は

な
に
や
ら
面
白
い
こ

と
を
や
っ
て
い
る
。 岐阜大学工学部

社会基盤工学科 教授

髙木 朗義

岐阜大学総合情報メディアセンター
生涯学習システム開発研究部門 准教授

益川 浩一
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